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他機関では認められにくい費用も助成され、活動が効果的に！
このたびは、NPO法人Vネットに対する助成をありがとうございました。特に「キャンピン

グカーのレンタル費用」は、他機関が行っている助成制度では認められにくい面があるため、
本当に助かりました。また、活動を行う際、必ず発生する交通費（燃料費）を支援してい
ただくことで、支援活動がやりやすくなったことは間違いありません。

特定非営利活動法人　Ｖネット
理事長　川上 哲也さん

助成団体：特定非営利活動法人　Ｖネット	 https://vnetgifu.hida-ch.com/

一般のボランティアでは困難な作業を　　
重機や大型施設を駆使して実施する

NPO法人「Ｖネット」は、岐阜県高山市に拠点を置き、

東日本大震災や熊本地震、西日本豪雨災害など、東北か

ら九州まで全国各地の被災地へ出かけ、支援活動を行っ

てきた。特に重機やチェンソーなどを使う作業や、生活用

水が届いていない被災地での大型の入浴施設や洗濯施

設などの設置・運営は、全国のNPO法人や団体でも実

施できるところは極めて少ないなか、そうした一般のボラン

ティアではできない支援事業を中心に活動している。

また同法人の地元の岐阜県では、災害ボランティアセン

ターの活動を向上させるため、県や社会福祉協議会など

と協働しながら、被災家屋の保全や補修手法の改善など、

様々な活動に取り組んでいる。

これまで2021年度にPOSCの助成を活用し、岐阜県白

川村・高山市江名子町での雪害ビニールハウス解体支

援事業、岐阜県白川町、広島県安芸高田市・広島市・北

広島町での豪雨災害での家屋保全支援事業、岐阜県白

川村での火災家屋解体支援事業などを実施した。

さらに、本年１月１日に発生した能登半島地震でも、

POSCの特命助成を受け、被災された方々の支援活動を

行った。実際の支援に先立ち、地震発生直後の1月2日に

石川県志賀町、輪島市門前町に入り、避難所に支援物資

（断熱シート、1,000食以上の非常食など）を配りながら、

被災者のニーズの確認に努めた。その結果、「お風呂」「洗

濯」「車や農機を取り出したい」という要望が圧倒的に多

かった。そのため、入浴施設や洗濯施設の設置、被災家

屋からのものの取り出しなどの作業を重点的に行うことに

した。

地震被害が大きかった石川県輪島市で　　
大型入浴施設や洗濯施設を設置・運営

さっそく、１月15日に輪島市門前町浦上地区に、22日に

同町諸岡地区に大型入浴施設（男女それぞれ浴槽1,000

ℓ、シャワー2本）を設置し、運営を始めた。この設置・運営

にあたっては、水が届いていない地域であったため、給水

車も自前で用意して実施した。

また、洗濯施設の設置に対するニーズに応えるため、

門前町すべての指定避難所11ヵ所と近隣の指定外避難

所2ヵ所に洗濯機を複数台設置し、運営を続けるとともに、

被災した家屋から家族や家庭の大切なものを取り出すため、

重機を4台レンタルし、自動車、トラクターやコンバインなど

の農機、位牌、遺影、遺品など、様々なものを取り出す作

業を行った。

大型入浴施設の設置・運営では、自衛隊が設置する

入浴施設まで行けない人や近隣地域の人も利用できたこ

とで、自衛隊の入浴施設の利用者数を減らすことにつな

がり、入浴の待ち時間を全体的に減らすことができた。また、

地震発生が元日だったため、「今年初めてお風呂に入る

ことができた」という方がとても多く、涙を流して喜んでくだ

さる方も少なくなかった。

洗濯施設の設置・運営では、「地震で洗濯できなくなっ

たため、毎日同じものを着ていた」という方が多く、多数の

喜びの声が届いた。家族の大切なものを取り出す作業では、

「あきらめていたものが返ってきた」など、喜ぶ方が多かっ

た。最も大変だったのは、のど仏のみの小さな遺骨を探す

作業で、2日がかりで崩れた屋根の両方から穴を開けて

進入し、無事、取り出すことができた。

こうした作業を迅速に効果的に行うためには、スタッフ

の移動や現地での宿泊が欠かせないが、POSCの助成

を活用してキャンピングカーをレンタルできたことで、それを

実現することができた。

特命助成

「能登半島地震被災者支援活動」事業

多発、甚大化する自然災害被災者の
ニーズに応える迅速で効果的な支援

気候変動などにより自然災害が多発するなかで、被災からの復旧、復興に欠かせない存在となっているのがボランティア
による支援活動である。しかし、災害の甚大化に伴い、人手だけではどうすることもできないケースもある。大型機器や専
用施設などを駆使し、専門性の高いボランティア作業に取り組む団体が、能登半島地震の被災者支援活動を実施した。

給水車も自前で用意し大型入浴施設を設置

能登半島地震では大型重機を駆使した作業を重点的に実施

指定避難所と近隣の指定外避難所に洗濯機を複数台設置
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